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平成 28 年 12月期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

当社が平成 28年 2月 15日に公表しました平成 28年 12月期（平成 28年１月１日～平成 28年 12月 31日） 

連結業績予想値および個別業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

平成 28年 12月期通期連結業績予想数値と実績との差異（平成 28年 1月 1日～平成 28年 12月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 6,180 80 60 20 0.16 

今回実績（Ｂ） 5,978 47 28 △24 △0.19 

増減額（Ｂ－Ａ） △201 △33 △32 △44 ― 

増減率（％） △3.3 △41.2 △53.2 ― ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 27年 12月期） 

6,117 △47 △82 △151 △1.21 

 

平成 28年 12月期通期個別業績予想数値と実績との差異（平成 28年 1月 1日～平成 28年 12月 31日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 5,880 20 0 0.00 

今回実績（Ｂ） 5,581 △17 △46 △0.37 

増減額（Ｂ－Ａ） △299 △37 △47 ― 

増減率（％） △5.1 ― ― ― 

（ご参考）前期実績 
（平成 27年 12月期） 

5,801 △118 △159 △1.28 

 

業績予想に差異が生じた理由 

平成 28年 12月期の文具事業は、新製品の発売遅れなどが影響して売上高が目標を下回ったものの、自

社製品の売り上げが順調で利益率を押し上げ、売上高 40億 7千 2百万円（対目標 4.2％減）、セグメント

利益 4千 9百万円となり、利益面では予想を上回っております。一方、ロボット機器事業は、売上高 19億

6百万円（対目標 1.2％減）、セグメント損失 2百万円となりました。売上高は微減でしたが、競合による

単価下落の影響等から、セグメント損益は予想を 3千 7百万円下回る結果となっております。 

売上高は前回発表予想を、連結は 3.3％、個別は 5.1％下回ることとなり、利益面におきましては、連結

は「親会社株主に帰属する当期純利益」△24百万円、個別は「当期純利益」△46百万円となりました。 

 

以上 


